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論 文 内 容 の 要 旨 
 
本論文は、通常の学級に在籍している特別支援教育の必要な子どもの二次障害の予防と
して、ストレスマネジメント教育による心理教育的援助を行うために、情緒通級指導教室に
通う子どものストレス、レジリエンス、コーピングの特性を分析することを目的とした。 
論文は７章から成っている。まず第 1章では、研究の背景と目的を述べた。また第 2章で
は、 発達障害の子どものストレス、レジリエンス、コーピングに関する先行研究を概観し
た。続いて、第 3章では医学的に診断のない子どもの認知特性の研究、 および第 4章から
第 6章までは、情緒通級指導教室に通う子どものストレス、レジリエンス、およびコーピン
グに関する質問紙調査による研究を報告した。そして第 7章で総合考察を行った。 
要旨は、以下の通りである。 
第 1章では、いじめ、不登校、暴力行為、非行の背景には、子どもたちのストレスの問題
があり、学習面や行動面、対人関係、コミュニケーションなどに困難を抱えている発達障害
の子どもが多くいることを指摘し、いじめ、不登校、暴力行為、非行と発達障害の関係を論
じた。次に発達障害の子どもがストレスを受けやすい原因にもなる認知特性について認識
を高めることが重要であることを論じた。さらに、教育相談や特別支援教育の観点から指
導・支援を行うことが大切であることを論じ、3段階の心理教育的援助サービスや心の健康
教育について論じた。 
第 2章では、ストレス、レジリエンス、コーピングに関する国内外の文献を整理・概観し
た。学校ストレッサーの研究によると、学校生活の中で子どもは「友人関係」、「学習」、「教
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師関係」のストレッサーが高く、子どもの学校不適応問題を解決するためには、ストレス反
応を軽減することが有効であることを論じた。 
第 3 章では、通常の学級に在籍している医学的な診断のない子どもの認知特性を解明す
る端緒として、自閉症、広汎性発達障害、アスペルガー症候群という当時の診断名によって、
就学前の子どもを 3群に分けて、それらの認知特性を比較した。そこから医学的な診断のな
い子どもと広汎性発達障害の子どもの認知特性が類似していることを明らかにした。前者
の子どもたちにも早期に適切な指導・支援することが、二次的な障害の予防につながること
が示唆された。 
第 4 章では、情緒通級指導教室に通う子どものストレスに関する要因を明らかにするた
めに、小学 4・5・6年生を対象に、ストレスに関する質問紙調査を行った。そして、ストレ
ッサー尺度の信頼性と妥当性を確認するために、ストレッサーの要因に関わる 34項目につ
いて因子分析を行った。その結果、「コミュニケーション・理解」、「友人関係」、「学習活動」、
「教師関係」、「叱責」という 5 因子、31 項目が抽出された。ストレッサー尺度の平均値の
高い順番は、男女ともに「友人」、「叱責」、「授業・活動」、「コミュニケーション・理解」で
あった。一方、医学的な診断の有無別の平均値の高い順番の結果は次のようになった。すな
わち、医学的な診断のある子どもでは、1番目は「友人関係」、2番目は「叱責」であり、診
断のない子どもでは、1番目は「叱責」、2番目は「友人関係」であった。医学的な診断のな
い子どもと診断のある子どもは共に、「友人関係」、「叱責」に対するストレスが高いことが
確かめられた。 
第 5 章では、情緒通級指導教室に通う子どものレジリエンスに関する要因を明らかにす
るために、小学 4・5・6年生を対象に、レジリエンスの質問紙調査を行った。そして、レジ
リエンス下位尺度の因子分析を行った。その結果、4因子、20項目が抽出された。情緒通級
指導教室に通う子どものうち、医学的な診断のある子どものほうが、診断のない子どもより
も、「自己開示」の平均点が有意に高かった。また、「積極性」、「非固執性」、「自己肯定感」
の平均点は医学的な診断のある子どもの方が高い傾向にあった。このように、情緒通級指導
教室に通う子どものレジリエンスとしては、医学的な診断のない子どもより診断のある子
どものほうが高い傾向がみられた。このことから、医学的な診断のある子どもだけでなく医
学的な診断のない子どもにも、早期に適切な指導を行うことが必要であることが示唆され
た。 
第 6章では、情緒通級指導教室の子ども特有のコーピング行動の種類を調べるために、小
学 4・5年の情緒通級指導教室に通う子どもと通っていない子どものコーピング行動の出現
比率を比較した。その結果、「行動的回避」 、「情動的回避」に有意差があり、情緒通級指
導教室に通う子どものほうが平均点が高かった。このように、情緒通級指導教室に通う子ど
もは、ストレスに対して不適切なコーピングを使うことが確認できた。 
第 7章では、総合考察を行った。本論文の研究では以下の点が明らかになった。①医学的
な診断のない子どもの中で気になる行動のある子どもの認知特性は、広汎性発達障害と同
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じ傾向があることが示された。②緒通級指導教室に通う子どものストレスが高いのは「友人
関係」、「叱責」であった。③医学的な診断のない子どもは、レジリエンスとして「自己開示」
する力が弱かった。④情緒通級指導教室に通う子どもはストレスに対して「行動回避」、「情
動回避」の回避型のコーピングを使う傾向がみられた。これらのことから、いじめ、問題行
動、不登校などの二次的な障害を予防するためには、ストレスに対する適切なコーピングや
早期の段階での心理的教育を行うことが有効であることが示唆された。本研究によって得
られた示唆が、実際の学校現場における子どもたちのストレスの軽減やストレスを生じた
時の対処の教育実践に貢献することが期待される。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
本論文の特徴は、（1）情緒通級指導教室に通う子どもの二次障害の起因を心理的ストレス
モデルの枠組みから考察した点、（2）確定診断のない子どもが発達障害の認知特性に類似
していることから、ストレス軽減においても障害特性を考慮した指導が可能であることを
示唆した点、（3）発達障害児のストレスに対するレジリエンス、コーピングに関する調査
に基づいて、二次障害の予防としてストレス場面でのレジリエンスやコーピングを視野に
入れた「心の健康教育」の指導が鍵となることを示唆した点にある。また、（4）著者自身
の特別支援教育教員や特別支援教育総合センター指導主事、市教育委員会特別支援教育課
長、および特別支援学校長の経験を踏まえて、情緒通級指導教室の教育現場を対象とした貴
重な研究であり、実践志向が大きいことも特筆できる。 
 
以下に、心理学研究科が定める「博士論文審査基準（課程博士）」に従って、審査委員の
見解を記述する。 
１．問題意識が明確で、課題設定が適切であること 
学校現場で重大事案となっているいじめ、不登校、問題行動の背景には、発達障害の子ど
もの認知特性から生じるストレスが関与していることを検証するという問題意識は明確で、
文献や用語の整理に始まり、発達障害といじめ、不登校、問題行動などの先行研究から得ら
れたプロセスを踏まえて、Lazarus & Folkman（1984）が提唱したトランスアクショナル理論
に焦点を当てて、量的調査を実施するなど、適切な順序で課題を設定している。 
２．国内外の先行研究を適切に検討、吟味していること 
特別支援教育は、諸外国と教育制度が異なるため、国内の先行研究が中心となるが、それ
らを幅広く詳細に読み込んでおり評価できる。特に、本論文が、発達障害のいじめ、不登校、
問題行動に関する文献の重要な論点を押さえている点は評価された。 
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３．研究目的に照らして研究・分析の方法が適切であること 
全体として、研究目的に照らして適切な研究計画で実施、分析している。主に通級指導教
室の小学生を対象にした教育現場での研究であり、その手続きに細心の注意を払っている
ことが窺える。また、情緒通級指導教室の子どもの量的研究も評価できる。一方、情緒通級
指導教室に通う子どものストレッサーやレジリエンス、コーピングの傾向は確かめられた
が、指導の影響に関しては、示唆された実践方法の実証は今後の課題として残る。 
４．論文構成が的確で、論理的展開に整合性、一貫性、説得性があること 
日本の特別支援教育の現状と先行研究を提示した上で、調査研究結果を畳み掛け、論文構
成は全体として的確であり、適切な順序で研究提示を展開している。今後の情緒通級指導教
室の指導や通常学級における指導への活用を論ずることでも一貫性があると言える。 
５．全体を通して社会的・学術的な独創性が認められること 
従来、情緒通級指導教室の研究は質的な研究が多かったが、本研究では、情緒通級指導教
室の子どものストレスに対するレジリエンス、コーピングの量的な分析研究を行った。そし
て、医学的な診断のある子どもよりむしろ医学的な診断のない子どものほうが、レジリエン
スが低く、不適切なコーピングを使用することを明らかにして、決して後者の支援ニーズが
比較的低くはないことを示唆した点に独創性が認められる。 
６．国内外の学会や社会に対して貢献が認められること 
本論文は、著者の教育現場での永年の実践を背景に、教育界で喫緊の課題となっている、
通常学級に在籍する配慮の必要な子どもの予防指導や情緒通級指導教室における心の健康
教育の指導、また医学的な診断のない子どもの早期の指導・支援に対して、今後の世代の教
育実践研究者が方策を探る手がかりを提供する点に、大きな貢献が認められる。 
以上のように、調査方法の緻密さ等一部に問題点もみられるが、それらは本論文の価値を
低くするものではない。心理教育的援助サービスや心の健康教育の枠組みによって特別支
援教育の研究に新しい知見をもたらし、実践への示唆を得たことは、博士論文審査基準から
みて適切だと判断できる。よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
